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を伝えられたことがチャンスにつ

ながりました。

―研究者をめざしたきっかけは

なんですか。

子どものころからクリエイティ

ブな仕事をしたいという気持ちが

ありました。作家などいろいろ考

えました。心理学にも歴史学にも

興味がありました。これらはいず

れも現象は複雑なのですが，その

背後にある本質をどう抽象化する

か，さらに，どれだけおもしろく

説明できるかが問われる分野で

す。

―心理学は地道にデータを蓄積

することに加えて，想像力を働か

せる余地が大きいですね。

そう思いますね。脳科学では技

術的に昨日できなかったことが今

日できることもしばしばです。将

来，技術的に可能になったらこれ

をやりたいと考えておくこと，ア

イデアをもち続けて思考実験を続

けることは大事です。最近の若い

人の研究は手堅くてクオリティも

高いのですが，もっと冒険すれば

良いのになと思うことがありま

す。冒険したいという思いがある

と出会いもある。研究というのは

リスクを冒すことができる場だと

思います。堅実なことは良いこと

ですが，冒険もしてほしい。学生

を育てるときには悩むところで

す。

―エンターテインメント性の高

い学会でのプレゼンテーションな

ど，多くの若手が大平先生に刺激

を受けていると思いますが。

ワークショップやシンポジウム

は意識してイベント・お祭りとし

てやっています。日本心理学会は，

知らなかった人と出会い，他分野

に触れ，アイデアを創造するため

の祝祭の場として最適だと思いま

す。専門の個別学会も非常に発展

しています。一方，異なる分野の

研究者は，日本心理学会だけでし

か交わらないことも多い。楽しい
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■ 大平先生へのインタビュー

―現在関心をおもちのテーマ

と，そのルーツを教えてください。

心（あるいは脳）と身体の関係

が関心の一つです。大学院は社会

心理学でしたが，このテーマには

修士論文のころから関心がありま

した。そこでは報復行動を取り上

げました。何か嫌なことをされて

も，相手の悪意や責任についての

考えを改めることはできるのです

が，たとえ認知が変化しても，生

理的に覚醒していると（それが実

験とは関連ない運動で生じたもの

でも），強い報復が行われました。

身体は合理性を超越した独自の論

理をもっているのです。

―先端的なテーマを先取りされ

ていますね。現在は脳科学も含め

た多様なアプローチで研究をされ

ていますが，それが実現する過程

で印象的な出会いはありますか。

大学院のころは，いわゆる「冷

たい認知」の時代でした。社会心

理学でも知識構造や表象などの概

念が隆盛していました。それでも

身体が重要なはずだ，という思い

はずっとありました。そんなとき，

1991 年の認知科学会で徃住彰文

先生が企画した「感情と認知」と

いうシンポジウムで話す機会を得

ました。当時は非常に新しいテー

マでした。そこでモデルを提唱し

たところ，多くの方に興味をもっ

て頂き，海保博之先生のお誘いで

『「温かい認知」の心理学』（金子

書房，1997）に収録されることに

なりました。次にアイデアを形に

するには，技術が必要です。誰も

知り合いのいなかった，生理心理

学会に参加しはじめました。関西

学院大学の片山順一先生などに親

切な指導を頂きました。出会いは

とても大切ですね。

―アイデアをもっていること

が，出会いを現実のものにするの

でしょうか。

いろいろな分野の人に興味をも

ってもらうためには，どのように

伝えれば良いのかをいつも考えて

います。海外の研究者とは，エレ

ベータで乗り合わせたという人も

います。そのときに，自分の研究
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お祭りの中で，いろいろアイデア

が湧いたりというのが理想です

ね。

―ほかに最近おもしろいと思う

ことはありますか。

いろいろあるのですが……大学

内の共同研究で人文科学の研究に

多く触れて，その特徴や視点がわ

かってきました。シンポジウムの

本来の意味通りに，いろいろな視

点から語り合う余裕が，いまアカ

デミズムの世界には必要なので

は，と思います。

■ インタビュアーの自己紹介

「ゲームのルールを変えた人」

にインタビューして

研究というのはいろいろな（時

に偶然の）出会いに依っているの

だな，とよく感じます。今回，大

平先生にインタビューに伺ったの

も，この思いからです。先生がご

経験されてきた「出会い」につい

て聞けたのは大きな収穫でした。

私自身にとっても，大平先生と

の出会いは重要でした。学会に参

加しはじめた大学院生の頃，大平

先生の日心ワークショップに初め

て出席しました（2000年代初頭）。

よく練られた構成と高いエンター

テインメント性に感銘を受けまし

た。自分もいつか，あんなセッシ

ョンをしてみたいな，と。あるミ

ュージシャン（イングヴェイ・マル

ムスティーン）がインタビューで

「何よりも，カッコいい音をたくさ

ん聴いて耳を肥やすのが大事」と

語っていました。すぐに手が届か

なくても「憧れ」で十分。でも実

際には，憧れ以上のインパクトが

ありました。それも，私だけでは

なく。日本心理学会のワークショ

ップが，それも若手の企画が非常

に増えているのは明らかです。神

経科学を標榜しない分野の人も，

ごく自然に脳科学の知見を引用す

るという変化も，実はその一部か

もしれません。いうなれば，大平

ろです。認知行動療法ではうつ病

や不安はネガティブな考え方のせ

いで生じると考えます。大筋では

この通りなのですが，マインドフ

ルネスでは，ネガティブな考え方

なんてそう簡単になくならないの

だから，それを改めるよりも距離

をおけば良い，と考えます。ネガ

ティブな考えを改めようなどとし

ません。マインドフルネス瞑想を

していると，自分の呼吸も，知覚

も，そして最後にはネガティブな

考えも，ただ行き交う体験の流れ

にすぎないと感じるようになる。

ネガティブでも良いじゃないか。

同時に，自分の呼吸をじっくり観

察しているとだんだんおもしろく

なってきます。いうなれば，ささ

やかな幸せを感じる力かもしれま

せん。ただし後者の証明にはもっ

とデータが必要です。

マインドフルネスに興味をもっ

たのも偶然です（出来過ぎ？）。

初めての国際学会（2001 年，カ

ナダ）で，心配性の人のもつ固執

性について発表をしたときのこ

と，ある参加者から「固執という

けど，君たち日本人は森田療法の

国でしょ」と指摘されました。

「森田療法が日本由来でも，われ

われ現代人は『あるがまま』とは

程遠いでしょ」と思いましたが，

これはいけるとも直感しました。

森田療法などを調べているうちに

ヒットしたのがマインドフルネス

です。ちょっとしたきっかけに気

づくのもマインドフルかもしれま

せん。今日は，これで慌ただしく

筆をおくことにしましょう。

先生は研究・学会というゲームの

ルールを書き換えた人，なのです。

心理学を専攻するまで

現在は臨床心理学の基礎研究を

しています。認知行動療法の理論

を基盤に，強迫症状や心配がなぜ

強まるのかを調べています。さら

に，自分の呼吸に優しい注意を向

けるマインドフルネス瞑想にも興

味があります。とくに，これがな

ぜ不安や抑うつに効くのか。

高校時代，ある時期までは法学

部をめざしていました。ところが

2年生の夏休み，ある本を読んだ

ことで急に研究者志望に変化しま

した。あの夜のことは良く覚えて

います。家族が寝静まった夜中，

机の感触も鮮明です。実をいうと，

古典とか学術書なんてものではな

く，今でいえばライトノベル（マ

ンガっぽい小説）です。唐突でし

たね。

大学で教育心理学科に進んだ 3

年生の時，丹野義彦先生のゼミを

とりました。これが何より大きな

出会いでした。大学生を対象に，

認知心理学や社会心理学と同じよ

うな方法で臨床的なテーマを扱う

「アナログ研究」なるものを初め

て知りました。卒論では，その中

でも興味深かった強迫症状を選び

ました。その後『アナログ研究の

方法』（新曜社，2009）という本

を自分で書いてしまうほどはまる

とは思いませんでしたが。

マインドフルネスとの出会い

マインドフルネスのおもしろさ

は，不適応とか幸福に対する考え

方にラディカルな転換を迫るとこ
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